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研究成果の概要（和文）：社会貢献活動を行う宗教団体・宗教文化の特徴を比較宗教・比較社会

論的視点から明らかにする調査活動を実施し、共生・思いやり・社会的互恵性・公共性の諸理

念を形成することに宗教の果たす役割があることを明らかにした。その成果の一部は稲場圭

信・櫻井義秀編『社会貢献する宗教』世界思想社、2009 年で明らかにされ、分担・協力研究者

たちの研究により、宗教と社会貢献の関連を研究する研究分野を宗教社会学に確立した。

研究成果の概要（英文）：We have conducted survey and field work of Socially Engaged
Religions in Japan and overseas from the perspectives of Comparative religious and
sociological studies, and then explained that such religious activities and institutions
cultivates the sense of symbiosis, generosity, reciprocity, and public nature. Our efforts
results in the publication, Keishi Inaba and Yoshihide Sakurai eds., Socially Engaged
Religions, Sekaishisosha, 2009 and other papers and presentations in academic as well as
public sphere. Consequently, this theme has been accepted in the sociology of religion in
Japan.
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１．研究開始当初の背景

20世紀後半は、宗教制度や教団、全体社会

が世俗化する一方で、宗教復興現象や、また

社会の一部が再聖化するという逆転現象が

見られた。1990 年代から現在まで、日本では、

宗教に対する否定的な見方が顕著であった。

宗教と社会の葛藤が大きく政治・社会問題化

し、双方の衝突は、「カルト」や「宗教的過

激主義」という概念で一般化された。彼等は、
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自己や世界の救済を独特な思想で考え、解決

の方策をめぐらしたあげくに社会と衝突し

た。

しかしながら、このような宗教と社会の葛

藤的局面だけをクローズアップするメディ

ア報道の陰で、社会問題の解決に貢献しよう

とする宗教活動が継続して行われている。先

進国・途上国を問わず、国家や市場が十分果

たし得ない教育・社会福祉的機能を既成宗教

や新宗教の団体・制度が担っている場合が少

なくない。ここでは、宗教的信念から発意さ

れた社会的活動を世俗社会が受容し、一般社

会との葛藤が基本的に見られない。

このように考えると、「宗教の社会的貢献」

と「宗教と社会との葛藤」は一見正反対の事

柄であるが、実は表裏一体の関係にあるので

はないかと思われる。二つの問いを立ててみ

た。第一に、宗教集団や宗教運動による社会

体制への批判と社会変革への動きが評価さ

れるとすれば、どのような社会的条件・文化

的条件の下で、既成社会が受容し、評価する

ものとなるのか。第二に、個人的自己実現や

社会的自己実現が自己閉塞的にならずに社

会的に開かれていくためには、どのような宗

教的信念のあり方、他者との協同の仕方があ

るのか。これらの問いに対して、一般論では

なく、具体的な事例や社会的コンテキストを

ふまえて答えを探すことが求められていた。

２．研究の目的

宗教の社会的貢献というテーマは、事例研

究の解釈や評価に過剰な期待が先行しがち

な領域である。また、宗教者や教団は貢献し

たいという意志と善意に重きを置き、結果や

効果の評価に甘い傾向がある。社会には個人

や集団の意図せざる結果が発生する創発性

がある。研究代表者と分担研究者は、宗教と

社会の葛藤的局面や協同する事例を調査し

てみてこのことを実感していた。

そこで、われわれは、「宗教の社会貢献活

動研究」を組織的に調査するプロジェクトを

「宗教と社会」学会内で発足させ、20名あま

りの共同研究者をえて研究会を重ねた。

本研究の目的は、日本を含めたアジア社会

と西欧社会におけるキリスト教、神道、仏教

（上座・大乗）、ヒンドゥー教、イスラーム

等の伝統宗教と、新宗教による社会事業を、

それぞれの社会的文脈で評価しながら、宗教

集団や宗教者による社会貢献の可能性を検

討することにあった。

３．研究の方法

分担研究者・研究協力者がそれぞれの領域
において進めていくが、1.西欧とアジア、日
本という比較の視点 2.歴史宗教と新宗教・宗
教運動という比較の視点を生かす。
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事例研究とその相互比較検討の方針は次

のようなものとした。

1)事例研究を先行させ、事例の相互検討を通

じて、比較の視点を練り上げていく。

2)諸事例の比較項目は次の諸点となる。

1.宗教文化伝統(宗教的利他心、互助の精

神、社会の共同性に関わる教えの次元)

2.宗教制度・組織（教えを実践する組織

体・信者組織の階梯制・運営方法の次元）

3.社会事業・福祉事業（宗教的救済の理念

を社会に展開する活動の次元）

4.宗教・社会運動（社会形成に積極的に参

画する運動の次元）

5.社会・歴史的コンテキスト（宗教制度・

団体・運動・事業を許容する社会の次元）

6.グローバル社会への対応（当該地域を越

えた活動の展開・可能性の次元）

４．研究成果

4-1 概況
本研究では、当初設定した研究課題に係る

各人の調査研究を推進すると共に、本テーマ
に関連した研究を進める研究者のネットワ



ーク作りや、宗教者・一般の方を対象とした
「宗教の社会貢献」を啓蒙普及することをも
実践的課題としてきた。その結果として、3
年間の活動により、研究会参加者は 40 名を
超え、年度ごとの活動報告にも示したとおり
の学会活動に加えて、財団法人「国際宗教研
究所」主催の公開シンポジウム「宗教の社会
貢献はどうあるべきか－二一世紀の課題－」
（大正大学、2009 年 2 月 29 日）にも研究メ
ンバーが参加するなどして、宗教の社会貢献
に対する関心を盛り立てることに力を尽く
した。

4-2 年度ごとの研究成果（研究会・学会）
[平成 19年]
1)研究会の開催。2007 年 5 月 22 日、8 月 7

日、11 月 23 日、2008 年 3 月 22 日の 3 回に

わたり研究会を行った。分担研究者 4,5 名が

研究計画・構想を発表し、研究協力者を中心

に話題提供を行った。

[平成 20年]
1)研究会の開催。2008年 6月 1日、9月 6日、
11 月 14 日、12 月 27 日、2009 年 3 月 21 日
の 3 回にわたり研究会を行った。
2）「宗教と社会」学会においてテーマセッシ

ョン「宗教の社会貢献活動—基礎論構築

をめざして」を行った。（2008年6月15日南

山大学、名古屋市）
3）日本宗教学会において、各地の諸宗教に
よる社会貢献活動のテーマセッション 4部会
を編成することができた。（2008 年 9 月 15
日、筑波大学、つくば市）。1.「仏教者の信仰
主体と社会的具現―タイ・日本における社会
貢献―」2. 「現代日本における地域活動
と宗教文化の活用―神道と福祉の接点」
3.「宗教者は社会にどのように向き合っ
てきたか」4. 「現代社会における宗教の社
会貢献―海外における宗教の社会参加」

[平成 21年]
1）研究会の開催。2009年7月2日、2010年2月6
日。
2）アメリカ宗教学会においてReligious
Initiatives and Social Activism in
Contemporary Japanのセッションをもった。
Palais des Congrès de Montréal, November 8,
2009, Montréal, Canada。
3）成果の刊行。稲場圭信・櫻井義秀編『社

会貢献する宗教』世界思想社、2009 年 12 月

目次は次の通りである。はじめに 櫻井/

１ 宗教に社会貢献がなぜ問われるか 櫻

井/２ 宗教的利他主義の可能性 稲場/３

宗教は和解を促せるか（文明間の相剋） 濱

田/４ 神道 神社神道と社会貢献の動向

藤本/５ 仏教 法華系教団と社会変革運動

大谷/６ 情報化社会における宗教の社会貢

献 黒崎・吉野・寺沢/７ 宗教団体による

社会貢献調査 吉野・寺沢/８ 各教団の社

会貢献活動 約２０教団 1頁ずつ・解説 猪

瀬/

4-3 今後の課題
孤立化・無縁化する人々と国政への過剰な

期待/落胆を強める現代において、個人と国
家の中間領域（市民社会）において人々の絆
を維持すること、社会への信頼性を高めるこ
とは喫緊の課題である。「新しい公共」とい
ったところでその価値を涵養する社会組織
や機会創出を誰が行うのか、どのように行う
のか、経験に基づいた議論がなければ画餅と
なる。

「宗教の社会貢献」という研究課題には、
宗教は社会に貢献できるという予見、貢献す
べきではないかという当為論を前提として
いるために、宗教と社会の関連を分析する純
粋な学問として問題があるという指摘は依
然としてある。しかしながら、現代宗教の課
題、宗教者に投げかけられた課題、研究者の
社会的責任といったものを考えたときに、宗
教団体・宗教文化が現代社会に必要な公共
性・互恵性・共生/思いやりの感覚を具体的
な社会空間（家族・地域・教団組織・社会運
動）に形成しつつあるという事実を直視し、
社会提言型研究をなすことも必要であると
考える。

しかしながら、日本は戦後厳格な政教分離
原則にたつ政教関係を歴史的に形成してき
たゆえに、公共空間に宗教が参画することの
意義・問題点を正面から議論することを回避
してきた。宗教の社会的役割を論じることを
躊躇した結果、過剰な宗教忌避感・タブー
視・無関心が生じ、適切に宗教と社会との関
係を扱えない状況が生じている。私たちはこ
のような状況を研究活動により変えていく
べく学問に軸足を置いた実践的な研究スタ
イルを構築しようとしてきた。

まずは研究の方向付けを行うに足る研究
成果をあげたので、今後はアカデミズム、現
場の宗教者、宗教と関わりを持たないことを
自認する一般市民、それぞれに向けた研究成
果を発信することで、宗教が適切に社会に関
われない状況を改善できる状況を作り上げ
ていこうと考えている。

５．主な発表論文等
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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